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主任技術者制度の解釈及び運用（内規）に係るＱ＆Ａ 

～高圧一括受電するマンションの住居部分の点検について～ 

 

内規（審査基準） 

（高圧一括受電するマンションの住居部分の点検）３．(８) 

Ｑ．「マンション」とは、どういうものを指すのか？ 

Ａ．本内規におけるマンションは、人の住居の用に供する部分が二以上存在する建物をい

います。 

 

Ｑ．「住居」とは何か？ 

Ａ．人が起臥寝食のために日常的に使用する場所をいいます。その住居の所有権、賃借権

別は問いません。 

 

Ｑ．高圧一括受電するマンション内に存在する「コンビニ等の店舗」にも本規定が適用さ

れるか？ 

Ａ．適用されません。内規のとおり、「住居部分」に限定されております。これは、高圧

受電の二次側である「コンビニ等の店舗」には不特定多数の者が出入りすること、一般

家庭用の電気機器と異なる業務用の電気機器類（冷蔵・冷凍ショーケース等）が設置さ

れていること等に鑑み、一般用電気工作物の定期調査と同様の方法での点検実施では、

一定の保安レベルの確保が困難であるためです。 

なお、本規定は当該マンションの住居部分の点検方法について整理したものであって、

本規定を適用したとしても、当該マンションの住居部分が自家用電気工作物であること

は変わりありません。 

 

Ｑ．住居部分に関して、一般用電気工作物の定期調査と同様の方法で点検を実施すること

に変更した場合、何らか法的な手続きは必要なのか。 

Ａ．高圧受電のマンションについては、住居部分を含めて一体の自家用電気工作物である

から、住居部分に関して、一般用電気工作物の定期調査と同様の方法で点検を実施する

旨、保安規程に定め、当該変更届を提出することが必要である。 

 


